
解析学 I 演習　演習問題 No.2 （2026.6.17 配布）

小問について，(1), (2), ……と付いたものは小問ごとに発表して構いませんが，(a), (b), ……と
付いたものはまとめて発表して下さい．

◇ 割り当て問題

問題 2.1 定義に従って次を示せ．
(a) lim

n→∞
n = ∞．

(b) lim
n→∞

1

n
= 0．

問題 2.2 数列 {an} を an = n
2n2−1

により定める．このとき， lim
n→∞

an = 0 を定義に従って示せ．

問題 2.3 {an} は数列，α ∈ R は定数とし， lim
n→∞

an = α であるとする．このとき， lim
n→∞

|an| = |α|
を示せ．

問題 2.4 {an} は数列，α > 0 は定数とし， lim
n→∞

an = α であるとする．このとき，

∃N ∈ N s.t. ∀n ∈ N, (n ≥ N =⇒ an >
α

2
)

を示せ．

問題 2.5 {an} は an > 0 を満たす数列とする．このとき，

lim
n→∞

an = 0 ⇐⇒ lim
n→∞

1

an
= ∞

が成り立つことを示せ．

◇ 自由発表問題

問題 2.6 α, β ∈ R に対して，次が成り立つことを示せ．
(a) α ≥ 0 かつ 「∀ε > 0, α < ε」が成り立つならば，α = 0 である．
(b)「∀ε > 0, |α− β| < ε」が成り立つならば α = β である．
(c)「∀ε > 0, α− β < ε」が成り立つならば α ≤ β である．

問題 2.7 数列 {an} が収束するならば，{an} の極限値はただ一つであることを示せ．

問題 2.8 {an} は数列，α ∈ R は定数とし， lim
n→∞

a2n = α, lim
n→∞

a2n−1 = αであるとする．このと
き， lim

n→∞
an = α を示せ．

問題 2.9 {an}, {bn} は数列であり，任意の n ∈ N に対して an ≤ bn とする．このとき，次を示せ．
(1) {an}, {bn} が収束列ならば， lim

n→∞
an ≤ lim

n→∞
bn.

(2) lim
n→∞

an = ∞ ならば， lim
n→∞

bn = ∞.

（裏面に続く）
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問題 2.10 {an}, {bn} は数列であり， lim
n→∞

an = ∞ かつ {bn} は下に有界であるとする．このとき，
次を示せ．
(a) {an} は下に有界である．
(b) lim

n→∞
(an + bn) = ∞.

問題 2.11 r ∈ R とする．このとき，次を示せ．
(a) r > 1 ならば， lim

n→∞
rn = ∞．

(b) |r| < 1 ならば， lim
n→∞

rn = 0．

問題 2.12 次の極限を調べよ．ただし，α > 0 は定数とする．

(1) lim
n→∞

sinn

n
.　　 (2) lim

n→∞

n!

nn
.　　 (3) lim

n→∞

αn

n!
.

問題 2.13 {an} は数列， lim
n→∞

an = α ∈ R とする．bn = an+an+1

2 により数列 {bn} を定義すると
き， lim

n→∞
bn = α が成り立つことを示せ．

問題 2.14 {an}, {bn} は数列とする．{an} は有界であり，∀n ∈ N, an ̸= 0 を満たすとする．この
とき， lim

n→∞

bn
an

= 0 ならば lim
n→∞

bn = 0 であることを示せ．

問題 2.15 {an} は数列とする．

(1) lim
n→∞

an = ∞ ならば， lim
n→∞

a1 + a2 + · · ·+ an
n

= ∞ であることを示せ．

(2) (1) の逆の命題は偽であることを示せ．

問題 2.16 {an} は数列であり，任意の 2 以上の自然数 k に対して数列 {akn} は収束するとする．
このとき，{an} が必ず収束するといえるかどうか判定せよ．

問題 2.17 f(x), g(x) は (実数係数の)整式であり，任意の n ∈ N に対して g(n) > 0 を満たすとす
る．また，ある ℓ ∈ N が存在して，任意の n ∈ N に対して f(n) ≤ g(n+ ℓ) かつ g(n) ≤ f(n+ ℓ)

が成り立つとする．このとき， lim
n→∞

f(n)

g(n)
= 1 を示せ．
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